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「自ら学び続ける力を、仲間と共に身に付けていく体育学習」 

〜運動の楽しさや課題解決の喜びを味わうことを通して〜 

 

授業日  令和７年１１月２５日（火） 

場 所  文京区立林町小学校 

単元名  第５学年 表現運動  

表現「激し町ワールド」 

授業者  主任教諭 塚越 潤 

 

講 師  世田谷区教育委員会 

     指導主事 

     山本 圭郎 様 



１ 研究の全体構想図 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

子供たちの現状と課題 社会の背景・要請 

研究発表大会による研究の評価・検証 

学 習 指 導 要 領 

 

 

 
○成果 
 「自ら学び続ける力」を身に付ける「学びのサイクル」を全領域部会が明確にした。 
 子供が学習課題を見いだして学びのサイクルを回していくために、運動や課題との出会いを重

視して手立てを講じた。 
 子供が自ら学びに向かうための教師のかかわり方を具体的に示した。 

○課題 
 子供主体の学習づくりとそれを支える学習環境デザインを示す。 
 全ての子供が自ら学び続けるための教師のかかわり方を明確にする。 
 子供たち一人一人の「学びのサイクル」と「自ら学び続ける力」を身に付けることの関連性に

ついて検証する。 

 

研究の成果と課題（令和６年度）  

 研究主題：自ら学び続ける力を、仲間と共に身に付けていく体育学習 

 

 

【研究の目的】 
自立した学習者としての資質・能力を育てる視点に立ち、子供が仲間と共に学び合いな

がら、自ら学び続ける力を身に付けることができる、質の高い深い学びを実現する体育学
習の在り方を追究する。 
 

【研究の方針】  
○子供による自己調整及び教師による学習環境のデザインの在り方、学びのサイクルを回
せていない子供（飽和・停滞等）への教師のかかわり方、「自ら学び続ける力」の習得
状況の検証等、昨年度の課題に対する考えや改善策について、授業研究を通して明確に
する。 

○各領域部会の正副部長が主体的に研究活動を運営すること、領域を超えて議論を深め、
協働的に研究を推進することで、東京都の小学校体育科のさらなる発展を目指す。 

 

令和７年度 研究主題（継続） 

自ら学び続ける力を、仲間と共に身に付けていく体育学習 
― 運動の楽しさや課題解決の喜びを味わうことを通して ―  

研究の目的と方針 

〈基礎研究・調査研究〉 

○学習指導要領や中教審答申等の資料を収集・分析し、共通の知見を得る。 

○子供の現状や課題、教師の実践上の課題等について各種調査を実施してつかむ。 

 
〈夏季合同研究会〉 

分科会では各領域部会と参加者の「双方向コミュニケーション方式」（協議①：日頃の授業づくり

の疑問 協議②：今年度の研究）により、参加者と部会が一緒になって考え、議論する中で、よりよい

体育学習のあり方を追究する。  

 
〈実 践 研 究〉 

実証授業等を実施し、子供の変容や活動状況のデータを基に授業を評価して検証する。また、研

究協力校等における実践研究の報告を受けて検証する。 
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２ 令和７年度の研究 

（１）研究主題 

  「自ら学び続ける力を、仲間と共に身に付けていく体育学習 

                          ―運動の楽しさや課題解決の喜びを味わうことを通して―」 

（２）研究主題について 

本研究会では、一人一人の子供が自分のよさや可能性を認識するとともに、あらゆる他者を価

値ある存在として尊重し、多様な人々と協働しながら様々な社会的変化を乗り越え、一人一人の

豊かで幸せな人生を切り拓き、持続可能な社会の創り手となることができるよう、その資質・能

力を育成しようと研究を推進してきた。 

昨年度は、「自立した学習者の育成」を学習指導のゴールとして描き、資質・能力を育むこと

をねらいとして体育の授業づくりを行うこと、学習の中で運動の楽しさや課題解決の喜びを味わ

うことを通して「自ら学び続ける力」を身に付けていくこと、仲間と共に学び合うことによって、

自分一人では達成することができなかった質の高い課題解決につなげることを中心に研究を進め

てきた。 

その結果、「自ら学び続ける力」を身に付けるためには、「学びのサイクル」を子供自身が回

せるようにすること、学習の中で「やってみたい」「できるようになりたい」と感じる運動や課

題との出会いがあること、子供が自ら学んでいくために、教師がかかわることが必要であること

が分かってきた。 

また、子供主体の学習づくりとそれを支える学習環境のデザインを示すことや、全ての子供が

自ら学び続けるための教師のかかわり方を明確化すること、子供たち一人一人の「学びのサイク

ル」と「自ら学び続ける力」を身に付けることの関連性ついて検証すること等の課題も見えてき

た。 

そこで、今年度も「自立した学習者の育成」を目指し、研究主題を、「自ら学び続ける力を、

仲間と共に身に付けていく体育学習 －運動の楽しさや課題解決の喜びを味わうことを通して－」

として研究を進める。 

（３）研究の方針 

〇 昨年度の研究成果を踏まえ、「自立した学習者」を育てる体育の授業研究を充実させ、子供

たちの「質の高い深い学び」の実現を目指す。 

○ 子供による自己調整及び教師による学習環境のデザインの在り方、学びのサイクルを回せて

いない子供（飽和・停滞）への教師のかかわり方、「自ら学び続ける力」の習得状況の検証等、

昨年度の課題に対する考えや改善策について、授業研究を通して明確にする。 

○ 各領域部会の正副部長が、本研究会の研究を充実・発展させるための手立てを考え、議論す

ることにより、本研究会の運営に参画し、自分たちの研究に責任をもち、主体的に推進してい

こうとする風土を醸成し、東京都の小学校体育指導の更なる向上を目指す。 
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表現運動系領域部会 実証授業指導案 

 
１ 表現運動系領域における研究主題の捉え方 

表現運動系は、自己の心身を解き放して、イメージやリズムの世界に没入してなりきって踊った
り、互いのよさを生かし合って仲間と交流して踊ったりする楽しさや喜びを味わうことのできる運
動である。また、学習の進め方としては、いずれも自由に動きを工夫して楽しむ創造的な学習であ
るとされている。そこで、本部会は研究主題を受けて、 
① 心と体を解放し、表現運動系の楽しさや喜びを味わうこと 
② 表現運動系の学び方を知ること 

の２つが保証されることで、自ら学び続けることができると考えている。 
表現運動系の学び方とは、「全身で踊る」「表したい感じやイメージを動きにする」等の運動の

行い方と、学びのサイクルの回し方と捉えている。また、学びのサイクルを「見通しをもつ→踊っ
てみる→踊りを振り返る」と考え、この学びのサイクルを子供自ら回し続ける姿を『自ら学び続け
る力』と捉えた。 
 

【見通しをもつ】 
  イメージをふくらませ、ふさわしいと思う動きを選ぶ。その際に見いだすのが学習課題である。

本部会は表現における学習課題を「何を（イメージ）・どう表すか（動き）」とし、イメージを選
択するたびに見いだすものとして指導する。また、学習課題は１つのイメージに対して複数もつこ
とも想定される。 
（例） 

 
 
 
 
 
 
  なお、即興的な踊り（ひと流れの動きにして踊る）では、様々なイメージを選んで踊ることが想

定されるが、構成的な踊り（ひとまとまりの動きにして踊る）では、１つの題材を選択して何度も
踊り込んでいくため、学習課題を見いだす過程が異なると捉えている。 

（例） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 見通しをもつ際に、学習課題を見いだすため
に活用するのが「イメージバスケット」と「動
きの貯金箱」である。（P.5・6 参照）活用方法
は「学び方を知る段階」から全体に指導するが、
子供が学びのサイクルを回す際には、これらの
ツールを自ら活用していく。 
 
【踊ってみる】 

「見通しをもつ」で見いだした学習課題を意識しながら、イメージの世界に没入して踊る。踊るこ
とこそがこの学習で最も大切であり、「見通しをもったらまずは踊る」といったように、踊りを通し
て楽しさや喜びを味わうことを忘れないようにする。 
 
【踊りを振り返る】 
 イメージにふさわしい踊りになっていたかを伝え合う。踊ってみて新たなイメージがふくらめば
「イメージバスケット」に、イメージにふさわしい工夫を見付けたら「動きの貯金箱」に、新たな構
成を見いだしたら「イメージボード」に追記していく。仲間との協働によって見いだしたことは、次
の踊りに生かされ、子供たちの表現はよりよくなっていき、新たな踊りを創造する姿に迫っていく。 
 
 この学びのサイクルを回し続けるなかで、学習課題を見いだし続けて踊る子供を「新たな踊りを創
造していく姿」と捉えている。 

題材・テーマ イメージ 

何を 無重力の感じを どう表すか スローモーションで表す 

即興的な踊り 構成的な踊り 

ポップコーン 

弾ける感じを 

ジャンプで表す 

洗濯機 

洗われる感じを 

回る動きで表す 

打ち上げ花火 

大きな花火を

みんなで集ま

ったり離れた

りして表す 

小テーマ「身近な生活」 タイトル「火山の大噴火」 

噴火するとこ

ろは大の字で

ジャンプして

表す 

噴火するとこ

ろは最初に集

まって、噴火

したらいろい

ろな方向に離

れる 

はじめは小さ

くゆれてどん

どん激しくし

てみる 

イメージバスケット 動きの貯金箱 
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２ 研究の重点 
（１）子供による自己調整及び教師による学習環境のデザインの在り方 

「学びのサイクル」を子供自ら回し続けるための学習環境として、以下の手立てを講じる。 
  
 

 
 

上記の中でも、特に今年度重点とするのは「表したい感じやイメージをふくらませる『イメージ
バスケット』」と「よい動きを書きためる『動きの貯金箱』の活用」である。この２点は、本部会
の考える「学びのサイクル」を回し、学びを深めていくうえで有効ではないかと考えている。 

 

（２）学びのサイクルを回せていない子供｟停滞・飽和等｠への教師のかかわり方 

表現運動系の特性を踏まえ、単元前半における子供の学びを飽和・停滞させないための指導も重
要だと考える。これらを踏まえた上で、学びのサイクルを回せていない子供（停滞・飽和）への教
師のかかわり方を以下のように捉えた。 
 

         即興的な踊り                           構成的な踊り 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（３）表現運動系領域部会の重点「踊りを創造していく子供の育成」 

踊りを創造している子供の姿は、踊った後に新たな学習課題を見いだす子供の姿と捉えた。 
 
 
 
 
 
３ 夏季合同研究会より 

【成果】 

「学びのサイクル」を子供自ら回し続けるための学習環境として、特に今年度重点としている

「表したい感じやイメージをふくらませる『イメージバスケット』」と「よい動きを書きためる

『動きの貯金箱』の活用」について、実際の体験を通して目的を理解してもらうことができた。 

 

【課題】 

  ・学びのサイクルを回せていない子供への教師のかかわり方について、停滞・飽和している子供

の具体的な姿を示す。 

  ・「踊りを創造していく子供の育成」について、新たな学習課題を見いだすために必要なことを

明確にする。 

 

 

 

 

 

踊る 
新たな学習課題を見いだす 

何を（イメージ）  どう表すか（動き） 

「みんなでやってみる」 
・イメージバスケット 
・教師の言葉かけで踊る 
・動きの貯金箱 

見通しをもつ 
イメージや動きを
共有するための言
葉かけ 

踊ってみる 
・子供の姿を 

撮りためる 
・称賛の言葉かけ 

踊りを振り返る 
イメージにふさわし
い動きだったかを問
いかける 

「ひと流れの動きにして踊る」 

 

「ひとまとまりの動きにして踊る」 

 

踊ってみる 
見通しをもつ 

踊りを振り返る 

踊る ・・・ 

〇学習過程     〇題材設定       〇イメージバスケットの活用 〇イメージムービー  

〇イメージスライド 〇イメージボード 〇「動きの貯金箱」の活用  〇一枚ポートフォリオの活用  

〇BGM の工夫    〇ICT の活用   〇他グループに飛び込んで一緒に踊る 〇見合い  等 
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４ 「自ら学び続ける力」の習得状況の検証 
本部会は「自ら学び続ける力」を身に付けている子供の姿を、「自ら学びのサイクルを回しなが

ら、新たな踊りを創造していく姿」と捉えている。この習得状況は、単元後半の「踊りを創造する

段階」（探究的な学習）の子供の取組を見取ることで検証できると考える。 

  「新たな踊りを創造していく姿」とは、ひとまとまりの動きにして踊る活動を通して、踊った後

に自分たちの踊りを振り返り、新たな学習課題を見いだし、踊りをよりよくする姿と捉えている。

そして、この姿は活動を通して継続し、意欲を持続していることが重要である。したがって、ひと

まとまりの動きにして踊る活動中の子供の取組を見取り、自ら学びのサイクルを適切に回せている

か、繰り返し踊りをよりよくしたり、新たな踊りを創ったりし続けているかを明らかにすることで、

「自ら学び続ける力」を習得できているかどうかを検証することができるのではないかと考える。 

 

対象 ５～７時間目「踊りを創造する」段階の全グループ 

方法 
「ひとまとまりの動きにして踊る」での子供の取組を通して撮影し、活動内容の内訳

や割合、発言内容、踊りの変容を見取る。 

視点 

①自ら学びのサイクルを回す 

「見通しをもつ」「踊ってみる」「踊りを振り返る」の順番でサイクルを回している。 

時間配分に大きな偏りがない。 

→（例）〇見通しをもったらまずは踊る。踊ったらイメージにふさわしかったかを振り返る。 

     △見通しをもつ活動を長時間しているが、踊る回数が極端に少ない。 

     △踊った後の振り返りにほとんど時間を取らない。 

 

②愛好的態度 

 課題解決に向けて継続して学習に取り組む。試行錯誤しながら意欲を持続して取り組む。 

 →（例）〇「次はどうする？」「○○してみる？」と積極的に取り組み続ける。 

△途中で取組をやめたり、役割を果たさなかったり、話合いに参加しなかったり 

する。 

 

③継続した課題設定 

 踊った後の振り返りで、新たな学習課題を見いだし続ける。 

 →（例）〇「次は火山の噴火の瞬間をもっと体全体で動いてみようよ」 

      △「よりよくできることが思いつかないな」（停滞・飽和状態） 

 

④学習状況に応じた活動選択 

 自己の学習課題や必要感に応じた課題解決の方法を選んでいる。 

 →（例）〇「動画を撮ってよりよくできるところを見付けよう」 

      〇「他のグループの踊りを見に行って、よいところを自分たちの踊りに 

取り入れてみよう」 

      △とりあえず動画を観るが、課題設定には繋がらず活動が停滞している。 
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５ 学習指導案 

（１）実証授業実施校等 

文京区立林町小学校  

第５学年２組 児童：２６名 指導者：主任教諭 塚越 潤  

 

（２）単元名 表現運動 表現「激し町ワールド」 

 

（３）単元の目標 

知識及び技能 
表現の行い方を理解するとともに、表したい感じを表現することができるよ

うにする。 

思考力，判断力，表現力等 

自己やグループの課題の解決に向けて、表したい内容や発表の仕方を工夫す

るとともに、自己や仲間の考えたことを他者に伝えることができるようにす

る。 

学びに向かう力，人間性等 
表現に積極的に取り組み、互いのよさを認め合い、助け合って踊ったり、場

の安全に気を配ったりすることができるようにする。 

 

（４）ア 単元の評価規準 

知識・技能 
運動の行い方を理解するとともに、表したい感じを表現したり踊りで交流し

たりしている。 

思考・判断・表現 

自己やグループの課題の解決に向けて、表したい内容や踊りの特徴を捉えた

練習は発表・交流の仕方を工夫しているとともに、自己や仲間の考えたこと

を他者に伝えている。 

主体的に学習に取り組む態度 
運動に積極的に取り組もうとし、互いのよさを認め合い助け合って踊ろうと

している。 

 

    イ 学習活動に即した評価規準 

知識・技能 
①表したい感じやイメージをひと流れの動きにして即興的に踊ることができる。 

②表したい感じやイメージをグループで簡単なひとまとまりの動きにして踊ることが

できる。 

思考・判断・表現 
①学習課題（何を・どう表すか）を見いだしている。 

②学習課題の解決のために考えたことを他者に伝えている。 

③自己やグループの学習課題を見いだし、学習課題に応じた活動を選択している。 

主体的に学習に取り組む態度 

①表現に積極的に取り組もうとしている。 

②グループ活動で自己の役割を果たそうとしたり、話し合いに貢献しようとしたりし

ている。 

③きまりを守り、助け合って運動しようとしている。 

④他者を認め、学習課題の解決に向けて考えを出し合おうとしている。 

⑤場の安全に気を配っている。 

⑥学習課題の解決に向けて、継続し、意欲を持続して取り組もうとしている。 

 

 

（５）児童の実態 
本学級の子供は、今年度の学習を通して、見通しをもち、やってみて、振り返るという学び

のサイクルを積み重ねてきた。このサイクルを回す中で、自分の動きを手本動画や仲間の動き

と比較したり、仲間からのアドバイスを参考にしたりすることで、自己の課題を客観的に捉え

る力を身に付けている。また、仲間に見てもらったり、一緒に考えたりする活動を通して、他

者とかかわり合うことのよさに気付き、協働的な学びの基盤が育まれている。 

一方で、学級の約３分の２は表現運動の学習経験が乏しく、表現の楽しみ方や動きの工夫の

仕方を知らない子供が多い現状がある。しかし、まだ学習したことのない表現運動の授業が始

まることを楽しみにしている様子である。 

そこで、本単元では、まず「ひと流れの動きにして踊る」場面で、「見通しをもつ」「踊っ

てみる」「踊りを振り返る」という学びのサイクルの回し方を知るように設定する。その後、

「ひとまとまりの動きにして踊る」場面では、その学びのサイクルを子供自らが回して学習を

進められるようにしていきたい。学び方を子供自身が主体的に活用し、自らの踊りをよりよく

しようと新たな踊り（学習課題）を見いだせるように導いていく。 
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（６）研究主題を実現するための手立ての工夫 

  ①子供が活用する「イメージバスケット」「動きの貯金箱」 
「イメージバスケット」は、子供が題材からイメージをふくらませるためのツールである。ま

た、「動きの貯金箱」は子供が見いだした動きの工夫を「動き」「リズム」「空間」「かかわり」

の４つの観点に分けて書きためるツール（活用方法の詳細は P.６を参照）である。２点を学習過

程の段階に応じて取り入れ、子供自ら学び続ける力を身に付けられるようにした。 

 

ア 単元前半の「学び方を知る」段階 

みんなでやってみる場面（図１）において、「イメー

ジバスケット」及び「動きの貯金箱」の活用方法を教師

が指導する。それにより、「何を」「どう表すか」とい

う学習課題を見いだし、課題を解決していくための学び

方を子供が身に付けられるようにする。 

ひと流れの動きにして踊る場面（図２）では、子供が

学習したことを活用し、イメージをふくらませて題材の

イメージにふさわしい動きを考えたり、踊りに変化やメ

リハリをつけたりして踊ることができるようにすること

で、自ら学びのサイクルを回す力を高めていく。また、

教師は子供が書きためた動きの貯金箱をパワーポイント

に集約し、単元後半で子供が活用できるようにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

  

 

 

   イ 単元後半の「踊りを創造する」段階 

ひとまとまりの動きにして踊る場面では、子供が題材を決め、イメージボードを用いて踊り

の構成を考える。そこでも単元前半で行った「イメージバスケット」「動きの貯金箱」を活用

することにより、題材のイメージを仲間と共有したり、自分たちが表したいイメージや感じに

ふさわしい動きを選択したりしていく。それにより、子供は踊りを繰り返す中で修正・改善を

重ね、協働的に課題を解決していくことで、自ら学び続ける力を身に付けていく。 

  

 

 

 

 

 

 

 
子供が行う「イメージバスケット」 

 

 
ひと流れの動きにして踊る 

子供が行う「動きの貯金箱」 （図２） 

（図１） 

 

 
 イメージをふくらませる 

 
 

 
 

 

        

        

            
  
    

     
       

              
  

       

    
    

    
    

  
   

   

   

     
     

  

   
   

   

  

    

   

    

   

   
    

    

   
  

     

   

よい動きを書きためる 
※教師は子供が書きためた動

きを集約し、単元後半で活用

できるようにする。 

新たな題材へ 
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「イメージバスケット」「動きの貯金箱」の行い方 

 

みんなでやってみる場面  ～教師の指導～ 

「何を（イメージ）・どう表すか（動き）」という学習課題の見いだし、課題を解決する方法を子供に指導する

ため、みんなでやってみる時間において 「イメージバスケット」と「動きの貯金箱」の流れを確認する。教師が

子供の考えを引き出しながら行い方を確認し、子供がイメージをふくらませたり、イメージにふさわしい動きに

したりして、自分たちで踊りを創造する方法を身に付けられるようにする。 

【子供】 【教師】 【実際の様子（教師）】 

  
 

・題材に対するイメージ

を４つの観点「動き」

「音」「気持ち」「感じ」に

分けて web 掲示板ア

プリ（Padlet 等）に入

力する。 

・イメージについて発表 

する。 

 
 

・子供の実態や経験させたい動き（ねじる、回る、跳 

ぶや緩急、群の動きなど）を踏まえ、取り上げる題 

材を決定する。 

・web掲示板アプリに入力された子供のイメージ 

から題材の特徴を捉えたものを見付ける。 

・イメージを学級全体で共有し、子供のイメージを 

つなげて題材に対するイメージをさらにふくらま 

せられるようにする。 

 

 

 

 

 

 
 

 

入力されたイメージをボー

ドに書き出していく。 

 
 

・教師の言葉を聞きなが 

ら、取り上げたイメージ

を生かして踊る。 

 

 
 

・メリハリのあるひと流れの動きになるように、イメ 

ージを強調したり、動きを誇張したりするような言

葉をかけ、子供の動きを引き出す。 

・踊りが終わったら、身に付けたい動きの工夫をし

ている子供を取り上げて全体で価値付ける。 

 

 

 

 

 

 

 
 

子供が踊りやすくなるよう

なイメージを提示する。 

 
 

・どのような動きで踊っ 

たか、発表する。 

 

 
 

・動きを４つの観点の「動き」「空間」「リズム」「かか

わり」に分けてためていく。 

・イメージにふさわしい動きにするために、動きの貯 

金箱が活用できることを伝える。 

 

 

 

 
 

 

 

 

動きをボードに書き出す。 
  

ひと流れの動きにして踊る場面  ～子供による活用～ 

みんなでやってみる場面の学習を踏まえ、子供たちがグループでイメージバスケットや動きの貯金箱を活

用することで、イメージをふくらませたり、イメージにふさわしい動きを選んだりする力を自ら高めていく。 

【子供】 【教師】 【実際の様子（子供）】 

 
 

①題材を選ぶ。 

②イメージバスケットを行う（30 秒程

度）。 

③イメージにふさわしい動きにして踊る

（３０秒程度）。 

④よい動きを動きの貯金箱に書きため

る。 

※次の題材に移り、①～④の流れを

繰り返す。 

 
 

・子供の学習状況を確認する。 

・イメージを互いに伝え合っている 

子供を称賛する。 

・よい動きをしている子供を称賛す 

る。 

・イメージのふくらませ方が分からな 

かったり、イメージにふさわしい動

きにできていなかったりするグルー

プには、みんなでやってみる場面で

行った内容を必要に応じて指導す

る。 

 

 

 

 

 

題材からイメージしたことを

伝え合う。 

 

 

 

 

 

よい動きを貯金箱に書きた

める。 

 

※拡大印刷した用紙を体育館に掲示することが困難な場合は、A3用紙やタブレット上で活用することも可能。 

 

教師の言葉かけに合わせて踊る。 

表したい感じやイメージをふくらませるためのイメージバスケットに取り組む。 

 

イメージにふさわしい動きを発表し、動きの貯金箱に書きためる。 

 

グループでひと流れの動きにして踊る。 
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  ②学びのサイクルに応じた教師のかかわり  

表現運動において子供の学びが停滞・飽和する場面は、「ひと流れの動きにして踊る」「ひとまとまりの動

きにして踊る」の活動と考えた。そこで、それらの活動ごとに想定される子供の停滞・飽和の姿と、それに応

じた教師のかかわりを以下の表にまとめた。子供の学びの姿を適切に見取り、自らの力でまた学びのサイクル

を回し始められるのか、教師のかかわりが必要なのかを考え、かかわっていくことが必要であると捉えている。 
 

時 活動ごとの子供の停滞・飽和の姿とそれに応じた教師のかかわり 

第
２
〜
４
時 

【
学
び
方
を
知
る
】 

〈ひと流れの動きにして踊る〉 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第
５
〜
７
時 

【踊
り
を
創
造
す
る
】 

〈ひとまとまりの動きにして踊る〉 

 

【踊ってみる】 

 

 

イメージバスケットには何を書けば
いいのだろう…？ 

 
「火山の噴火ってどういう感じだと思う？」 

【見通しをもつ】 

 

何について話し合おう…。 

 

【踊りを振り返る】 

 

わたしたちの踊りは、もうよりよ
くできるところがない！ 

【踊りを振り返る】 

 

「新しいイメージや動きを取り入れるのも、よりよくすることにつな

がるよ。」 

「もっと踊りをよくするために、どんな活動を選んだらよいかな？」 

自分たちの学習課題に合った 
活動がどれか分からない。 
（迷っている） 

※グループが見いだした学習課題は何か問いか

け、それぞれの活動の目的を一緒に確かめなが

ら、活動を選択できるように促す。 

 

踊りの構成を考える（イメージボード） 

【見通しをもつ】 

他のグループの踊りを見に行く 

 

 

 

【踊ってみる】 

 撮影した踊りの動画を観る 

イメージはできるけど
思うように構成が 
書けないな…。 。 

「他のグループの踊りで、自分たちの踊りに 

取り入れられそうなことはあるかな？」 

自分たちの踊りをよりよくするための 
学習課題が見いだせない…。 

他のグループからアドバイスをもらう 

ぼくたちの踊りは、表したいイメージや 
感じにふさわしい動きにできているかな…。 

「他のグループに見てもらって、 

アドバイスをもらってみたらどうかな？」

「イメージにふさわしい動きはできた？」 
「どんな動きをすると、そのイメージを表現できた？」 
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③「構成的な踊り」の段階において学習課題を見いだすための活動選択 

単元後半の「踊りを創造する」段階では、探究的な学習としてひとまとまりの動きにして踊る

活動に取り組む。その際の学習活動は、子供たちの学習状況、学習課題に応じて子供たち自身で

選択できるように複数設定し、提示する。活動の意図や目的を明確にして指導し、子供たちが必

要感をもって主体的に選択できるようにする。 

 

活動 意図 イメージ 

踊りの構成を 

考える 

踊りの構成を考えるために「イメージボード」を

活用する。 

イメージボード上段のスペースには、前回までの

学習で扱ったイメージバスケットと動きの貯金箱の

記録写真を貼り、イメージと動きを見いだす手助け

になるようにする。 

イメージボード下段の表には、「はじめ―なか―

おわり」の構成を書き込む。表したいイメージとふ

さわしい動きに分けられており、学習課題を明確に

することができる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

踊ってみる 

 踊りの構成が決まったら、まずは踊ってみる。踊

りの構成や動きのよさは踊ってみて自己評価する。

会場に踊りの BGM が流れ続けているため、自分たち

でタイミングを図って、踊り出す。 

 

 

 

 

 

撮影した 

踊りの動画を観る 

 課題を解決できているかどうか自己評価するため

に、また、新たな学習課題を見いだすために、自分

たちの踊りを撮影して観る。踊りがよりよくなって

いたら次によりよくできるところを見付ける。 

 観る視点は「表したい感じやイメージにふさわし

い動きにして踊ることができているかどうか」であ

る。踊りを全て通して観ずに、観たい場面をピンポ

イントで観ることも効果的である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

他のグループの 

踊りを見に行く 

 学習課題を見いだせないときには、他のグループ

の踊りを見に行き、構成の面白さや、動きのよさを

見付け、自分たちの踊りに生かす。他のグループの

よさに触れることで、自分たちの踊りでさらによく

できるところを見いだすことに繋げることができ

る。 

 

 

 

 

 

 

 

他のグループから 

アドバイスをもらう 

 「表したい感じやイメージにふさわしい動きにし

て踊ることができているかどうか」を他のグループ

の仲間からアドバイスしてもらいたいときには、

「みてみてカード」を使用し、他のグループに意思

表示する。他のグループが来てくれるまでは、他の

活動をしながら待つ。 
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（７）① 学習過程 

＜ 第５学年 表現運動 表現「激し町ワールド」＞ 

時 １ ２ ３ ４ ５ ６（実証） ７ 

段 

階 
学び方を知る 踊りを創造する 

子

供

の

姿 

〇心と体を解放

し、楽しさや

喜びを味わっ

ている姿。 

〇学びのサイクルを回して、小

テーマ「激しい○○！」を即

興的に踊っている姿。 

〇学びのサイクルを回し、自分たちの踊り

をよりよくしようと、新たな踊り（学習

課題）を見いだしている姿。 

学 

習 

活

動 

１ 心と体をほぐす（体ほぐしの運動、リズムダンス 等） 

仲間とかかわりながら心と体をほぐす運動に取り組む。 

２ みんなでやってみる 

イメージバスケットで題材のイメージをふ

くらませ、踊ってみる。 

２ ひとまとまりの動きにして踊る 

 ・掲示物やイメージボードを活用し、

「なか」を強調して踊る。 

 ・ICT を活用して動きを確かめたり、他

グループと見合ったりして、よりイメ

ージにふさわしい踊りになるように近

付ける。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

３ 学習計画 

第２時か

らどのよう

に取り組む

か学習の見

通 し を も

つ。 

３ ひと流れの動きにして踊る 

・みんなでやってみる場面で

学んだイメージバスケット

と動きの貯金箱を活用し、

踊ってみる。 

・自分たちで学びのサイクル

を回して踊りをよりよくし

ていく。 

 

  

 

  

４ 振り返り 本時の学習の振り返りをする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

交流会をする 

子供たちから願い

が出たら行う。 
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② 学習過程（詳細の図） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

学習者 

表現の楽しさや喜びを知る。「心身を解放する」「イメージに没入する」「仲間と交流する」 
学びのサイクルの回し方を知る。「見通しをもつ」「踊ってみる」「踊りを振り返る」 

イメージしたこと
を動きにして踊る
のって楽しい！ 

学びのサイクルを回しながら、グループで選んだ題材の踊りを構成し、よりよくしていく。 

踊りの構成は 
決まったから 
踊ってみよう！ 

踊りを 

創造する 

学び方を 

知る 

激しい感じの題材「激し町ワールド」 

身近な 
生活 

全身でオーバーに
激しく踊ると 
楽しいね！ 

ポップコーン・・・ 
「イメージバスケット」に
「飛び跳ねる」を書こう！ 

戦い 

「回る」「しゃがむ」 
も「動きの貯金箱」
に書いておこう！ 

自然 

踊り終わったら、イメージに
ふさわしかったか振り返って
みようよ！ 

「火山の噴火」だから、
噴火する感じを「しゃ
がむ」と「ジャンプ」で
表してみよう！ 

踊りの構成を考えて、 
「イメージボード」に 
書いてみよう！ 

イメージにふさわしい踊り
になっていたか 
撮影して、 
観てみよう！ 

よりよくできるところ 
を見付けるのが難しい 
から、他のグループを 
見に行って、よいとこ 
ろを参考にしよう！ 

他のグループから 
アドバイスを 
もらって、 
よりよくして 
みよう！ 

踊りを創造していく子供 
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③ 指導と評価の計画 

 

時間 １ ２ ３ ４ 

段階 学び方を知る 

ねらい 
（１）表現の楽しさや喜びを味わう。 

（２）学び方を知る。（運動の行い方、学習課題の見いだし方、学びのサイクルの回し方等） 

主な学習活動 

みんなでやってみる 

（１）イメージをふくらませる。（２）踊ってみる。（３）よい動きを共有する。 

 ひと流れの動きにして踊る 

（１）イメージを選択し、イメージをふくらませたり、イ

メージにふさわしい動きを見いだしたりする。 

（２）即興的に踊る。 

（３）イメージにふさわしい動きだったかを振り返る。 

評
価
の
重
点 

知
識
・
技
能 

指
導
に
生
か
す
評
価 

 ①表したい感じや
イメージをひと
流れの動きにし
て即興的に踊る
ことができる。 
【踊りの姿】 

  

記
録
に
残
す
評
価 

   表したい感じやイメージを
ひと流れの動きにして即興
的に踊ることができる。 
○イメージにふさわしい動き 
○誇張 ○メリハリ 
○途切れず ○感じを込める 

【動画】 

思
考
・
判
断
・
表
現 

指
導
に
生
か
す
評
価 

  ①学習課題（何
を・どう表す
か）を見いだし
ている。 

【イメージバスケット・ 

動きの貯金箱の記述】 

②学習課題の解決
のために考えたこ
とを他者に伝えて
いる。 
【イメージバスケット・ 

動きの貯金箱の活動の様子】 

記
録
に
残
す
評
価 

   イメージバスケットや
動きの貯金箱に書き込
むことで、学習課題を
見いだしている。 
【活動の様子・発言内容

を撮影した動画】 

主
体
的
に
学
習
に
取
り
組
む
態
度 

指
導
に
生
か
す
評
価 

粘り強さ 
（愛好的態度） 
①表現に積極的に
取り組もうとし
ている。 

【活動の様子】 

自己調整 
（安全） 
⑤場の安全に気を
配っている。 

【活動の様子】 

自己調整 
（公正・協力） 
③きまりを守り助け

合って運動しよう

としている。 

【活動の様子】 

自己調整 
（共生） 
④他者を認め、学習課

題の解決に向けて考

えを出し合おうとし

ている。【活動の様子】 

記
録
に
残
す
評
価 
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５ ６（本時） ７ 

踊りを創造する 

学びのサイクルを自ら回しながら、 

グループで選んだ題材の踊りをよりよくしたり、新しい踊りを創り上げたりする。 

ひとまとまりの動きにして踊る 

学習状況に応じて、以下の学習活動から選択して取り組む。 

(A) 踊りの構成を考える。 

(B) 踊ってみる。 

(C) 撮影した踊りの動画を観る。 

(D) 他のグループの踊りを見に行く。 

(E) 他のグループからアドバイスをもらう。 

②表したい感じやイメージをグ
ループで簡単なひとまとまり
の動きにして踊ることができ
る。 

【踊りの姿】 

  

  表したい感じやイメージをグル
ープで簡単なひとまとまりの動
きにして踊ることができる。 
○イメージにふさわしい動き 
○誇張 ○メリハリ ○途切れず 
○感じを込める 【動画】 

 ③自己やグループの学習課題を
見いだし、その学習課題の解
決の仕方を考えたり、学習課
題に応じた活動を選んだりし
ている。 

【学びのサイクル「見通しをもつ」

の活動の様子・発言内容】 
 

②学習課題の解決のために考え
たことを他者に伝えている。 

【学びのサイクル「踊りを振り返る」の

活動の様子・発言内容】 

  学習課題（何を・どう表すか）
を見いだしている。 
学習課題に応じた活動を選択し
ている。 
【活動の様子・発言内容を撮影
した動画】 

粘り強さ 
（責任・参画） 
②グループ活動で自己の役割を
果たそうとしたり、話合いに貢
献しようとしたりしている。 
【活動の様子】 

自己調整 
（共生） 
④他者を認め、学習課題の解決
に向けて考えを出し合ったり、
支え合ったりしようとしてい
る。【活動の様子】 

粘り強さ 
（愛好的態度） 
⑥学習課題の解決に向けて、継
続し、意欲を持続して取り組も
うとしている。 
【活動の様子】 

 粘り強さ・自己調整 
【学びのサイクルを１サイクル
回す様子を撮影した動画】 
※半分のグループ 

粘り強さ・自己調整 
【学びのサイクルを１サイクル
回す様子を撮影した動画】 
※半分のグループ 
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（８）本時の学習 

① 本時のねらい 

    自己やグループの学習課題を見いだし、その学習課題の解決の仕方を考えたり、学習課題に

応じた活動を選んだりすることができるようにする。【思考力、判断力、表現力等】 

    他者を認め、学習課題の解決に向けて考えを出し合ったり、支え合ったりすることができるように

する。【学びに向かう力、人間性等】 

 

② 本時の展開（７時間中の６時間目） 

学習内容・活動 

〇教師のかかわり 

◎配慮の必要な子供への支援 

□評価（方法） 

本時における 

「自ら学び続けている

子供の姿」 
１ 学習活動の確認をする。 

・前時の学習内容を振り返
り、本時の学習を確認す
る。 

 
２ 心と体をほぐす。 

・スキップアンドストップ 
・窓拭き 

 ・リズムダンス 等 
 
３ ひとまとまりの動きにして

踊る。 
自ら学びのサイクルを回しな
がら新たな踊りを創造する。 
見通しをもつ 
・イメージボードを活用し、
踊りの構成（はじめ―なか
―おわり）を考える。 

・自分たちの踊りを撮影した
動画を観て、新たな学習課
題（何を・どう表すか）を
見いだす。 

 ・他のグループの取組を見に
行って、自分たちの踊りや
活動に取り入れられること
を見付ける。 

 ・他のグループに来てもらっ
て、自分たちの踊りをより
よくするためのアドバイス
をもらう。 

 
 踊ってみる 
 ・踊る際には、自分たちの踊

りを撮影しておく。 
 
 踊りを振り返る 
 ・自分たちの踊りがイメージ

にふさわしい動きになって
いたかを振り返る。 

（動画を観ながら行うのもよ
い。） 

 
４ クーリングダウンをする。 
 
５ 学習の振り返りをする。 

・本時の学習を通して、大切
だと思ったことを振り返
る。 

〇前時の学習した「ひとまとまりの動き
にして踊る」の行い方や、活動選択に
ついて振り返り、本時の学習の見通し
をもてるようにする。 

 
○心と体を解放することができるよう
に、教師も笑顔でリードする。 

○体の部位や空間の使い方を意識し、動
きを引き出すように言葉かけをする。 

 
○見通しをもつ活動に取り組むグループ
には、学習状況を静観し、必要に応じ
て指導や支援を行う。 

○踊っているグループには、動きのよさ
を称賛しながら撮影し、踊りの様子を
記録に残す。 

○踊りを振り返っているグループには、
話し合う様子を静観し、必要に応じて
「表したい感じやイメージにふさわし
い踊りになっていたかな」と問いかけ
る。 

◎飽和・停滞しているグループには、
「今、何に取り組んでいますか」や
「これからどうしたいですか」などと
学習状況を聞き取り、学習課題に応じ
た活動を選択できるように促す。 

◎踊りが変容していないグループには、
一緒に動画を観ながらよりよくできる
ところを問いかける。 

◎踊りが変容していないグループには、
イメージボードを一緒に観ながら、イ
メージをふくらませることや、イメー
ジにふさわしい動きや工夫を広げるこ
とを促す言葉かけをする。 

□自己やグループの学習課題を見いだ
し、その学習課題の解決の仕方を考え
たり、学習課題に応じた活動を選んだ
りしている。 
【思考力，判断力，表現力等】（学びの
サイクル「見通しをもつ」の活動の様
子・発言内容） 

 
〇本時の学習を振り返りながら、心と体
を落ち着かせられるようにする。 

◎振り返りを書けていない子供には、
「今日わかったこと」や「今日がんば
ったこと」など、その子供に合う視点
を探りながら言葉かけをする。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
自ら学びのサイクル
を回しながら、新た
な踊りを創造してい
る。 

・「見通しをもつ」「踊
ってみる」「踊りを
振り返る」の順番で
サイクルを回してい
る。時間配分に大き
な偏りがない。 

・課題解決に向けて継
続して学習に取り組
む。試行錯誤しなが
ら意欲を持続して取
り組んでいる。 

・踊った後の振り返り
で、新たな学習課題
を見いだし続けてい
る。 

・自己の学習課題や必
要感に応じた課題解
決の方法を選んでい
る。 



14 

 

（９）学習資料 

Ⅰ 基礎研究 

１ 表現系ダンスの特性について 

表現運動系は、自己の心身を解き放して、イメージやリズムの世界に没入してなりきって踊ったり、互いの

よさを生かし合って仲間と交流して踊ったりする楽しさや喜びを味わうことのできる運動である。 

表現系ダンスは、表したいイメージを捉えたり深めたりして自由に表現するという特性をもっている。題材

やテーマから捉えたイメージを、「ひと流れの動きで即興的に表現すること」と「ひとまとまりの表現や簡単な

作品にまとめて踊ること」の二つをねらいとしていて、自由に動きを工夫する創造的な学習で進められるの

が特徴である。また、「第９集 学校体育実技指導資料 表現運動系及びダンス指導の手引き」には、「イメー

ジを捉えたり 深めたりして交流する」とも書かれている。 

 

・「イメージを捉える」とは、題材の特徴を捉えることである。 

【低学年】  「◯◯が△△しているところ」など、色々な題材の特徴を必要とする具体的な動きで捉えることができる姿。 

【中学年】 題材の変化する様子を捉えたり、多様な場面やその題材ならではのふさわしい動き（忍者だった 

ら、忍び込む・戦うなど）で特徴を捉えたりすることができる姿。 

【高学年】 題材から動きの変化や起伏の特徴を捉え、そこに感情の変化や起伏を重ねていくことができる姿。 

 

  ・ 「イメージを深める」とは、自分の表現したい動きをよりよくするためにどうすれば良いかを考え、自分の

動きを振り返ったり、他者の動きを観察したりすることである。 

 

２ 表現運動でよく使われる言葉について 

言葉 意味 

イメージの

世界に没

入する 

はじめから終わりまで途切れずに、イメージに合った動きでなりきって踊っている状態のこと。動

きに伴って視線を定め、表情豊かに生き生きと踊っている時、その子供はイメージの世界に没入

していると言える。 

即興的に

踊る 

「題材やテーマから思い付くままに捉えたイメージをすぐに動きに変えて表現し、その動きを誇張

したり、変化を付けたりして、表したいイメージの一番大事な部分を『ひと流れの動き』にして表現

すること」を意味しており、表現系ダンスでは、最も基本となる重要な技能として位置付けられる。 

ひと流れ

の動き 

題材やテーマから思いつくままにとらえたイメージを即興的に表現し、あるイメージを表現して一

息で踊れるくらいのまとまり感をもつ動き。 

例）  具体的な生活からの題材  『洗濯物』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ひとまとま

りの動き 

単元の後半に数時間をかけて、「ひと流れの動き」をふくらませ、表したいイメージを「はじめ―な

か―おわり」の場面構成を工夫して表現すること。 

例）  激しい感じの題材  『火山の爆発』 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜ 表 し た い 場 面 ＞ 

滝のような水が流れてきたり、洗濯機が壊れ
激しく揺れたり、逆回転したりする。 
 
グルグルはげしく回って・・・。 
濡れて重くなる。 
他の選択物とはげしく絡まって。 
バシャンバシャンとひっくり返って。 
脱水されてクルクルクルと乾いていく。 

＜はじめ＞ ＜中（強調）＞ ＜おわり＞ 

のどかな自然 
のんびりエサを食べる
動物たちがいる。 
ゆっくり風にゆられる
木々。 

地震から火山の大爆発 
集まった状態から少しず
つ動き出す。 
四方八方に飛び散る。 
ドカーンと大きく広がる。 

マグマがゆっくり流れていき、固まる 
マグマがドロドロとゆっくり流
れていく。 
流されていく木々。 
溶けていく岩。 

は
じ
め
の
ポ
ー
ズ 

お
わ
り
の
ポ
ー
ズ 
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よい動き 本部会では、表現運動におけるよい動きをしている子供の姿を以下の通りと捉えている。 

・表したいイメージにふさわしい動きを見付けている。 

・全身を使って、大げさに表現（誇張）している。 

・動きに変化を付けてメリハリのある表現にしている。 

・動きをスムーズにつなげて連続させ、気持ちも途切れずに踊っている。 

・感じを込めてなりきって踊っている。          『学校体育実技指導資料第 9集』 

 

動きをよりよくするための工夫の視点として、「動き」「リズム」「空間」「かかわり」の４つを取り上げ

ている。「動きの貯金箱」では、子供たちが見付けたよい動きを４つの工夫ごとに色分けしたカー

ドに書きため、分類して提示する。 

動きにメリ

ハリをつけ

る 

空間、時間、力性の三つの観点から工夫し、強調して表現することで、動きを誇張したり、変化と

メリハリを付けたりすることができる。 

・＜空間－体幹＞ 

跳んだり、転がったり高低の変化、捻り、回転などいろいろな動きをすること。 

・＜空間－軌跡・隊形（群構成）＞ 

空間を大きく使うこと。空間の使い方、群の使い方を工夫すること。 

・＜時間＞ 

リズムや速さに変化（速く－ゆっくり、急にストップ、スローモーション）を付けること。 

・＜力性＞ 

強弱やアクセントを付ける。             『学校体育実技指導資料第 9集』 

 

イメージカ

ルタ（スラ

イド） 

カード１枚に１つのイメージをイラストとともに載せたもの。作成の際は、子供がイメージしやすく、

動きに表しやすいものを選ぶのがおすすめ。子供と一緒にイメージを出す方法もある。かるたとり

の要領で、めくったものを即興的に表現する。タブレット端末を活用すると、ルーレットのように選

ぶこともできる。印刷等の準備の必要がなくなるため、教師の教材準備の負担も軽減できる。 

【高学年】 

 
【中学年】 

 

 

 

 

 

 

参考文献： 小学校学習指導要領解説（体育編） 第９集 学校体育実技指導資料 表現運動系及びダンス指導の手引き 
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Ⅱ 各時間に扱う題材と経験させたい動き 

 第２時 第３時 第４時 

小テーマ 日常 戦い 自然 

「
み
ん
な
で
や
っ
て
み
る
」
で
扱
う
題
材
と
経
験
さ
せ
た
い
動
き 

「はじけるポップコーン」 

 

 

 

 

 

 

 

跳ねる ジャンプ 回る 

転がる バラバラに  

色々な方向に 

 

 

「いきおいよくつかれる餅」 

 

 

 

 

 

 

伸びる ねじる スロー 

くっついたり離れたり 

 

「忍者の戦い」 

 

 

 

 

 

 

 

追いかける 反る  

しゃがむ 

対応した動き ストップ 

 

 

「天井が落ちてくる」 

 

 

 

 

 

 

高低 集まる 一緒に 

くっついて 

「火山が大噴火」 

 

 

 

 

 

 

 

ゆれる 集まる 離れる 

スロー 順番に  

みんなで 繰り返す 

 

 

「大型台風発生」 

 

 

 

 

 

 

色々な方向に動く 

ストップ 速く 

だんだんに（速く・遅く） 

 

 

「ひ
と
流
れ
の
動
き
で
踊
る
」で
扱
う
題
材 
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Ⅲ イメージボードの活用方法 

 構成的な踊り（ひとまとまりの動きにして踊る）を創造する際に、表したい感じやイメージをグル 

ープで共有するために「イメージボード」を活用する。「はじめ→なか→おわり」の構成にイメージや

動きを書き込んでいく。  

イメージボードを見れば、創造してきた過程や意図が明確になり、新たな学習課題（次はどうする

か）を見いだす手助けにもなる。また、教師がイメージボードを見ることで、子供たちがどのような

意図で表現しているのかを理解してから踊りを見て評価することもできる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※イメージボードは拡大印刷したものをプラスチックダンボールに貼って使用する。 

 

 

 

 

ひと流れの動きにして踊る（２～４時間
目）ときに書き込んだ動きの貯金箱の写真を
貼り、イメージにふさわしい動きを書き込む
際に参考にできるようにする。 

ひと流れの動きにして踊る（２～４時間
目）ときに書き込んだイメージバスケットの
写真を貼り、表したいイメージを書き込む際
に参考にできるようにする。 

「はじめ―なか―おわり」
の中でも、「なか」はクライ
マックスとして一番際立つよ
うにする。際立たせるために
は、より一層激しい感じのイ
メージや動きが求められ、こ
のスペースに書く内容は多く
なることが想定される。 

「はじめ」と
「おわり」の内容
は「なか」を際立
たせることを意図
して考える。 

表したいイメージを書いたら、そ
のイメージにふさわしいと考える動
きを書く。 

表したいイメージは、「イメージ
バスケット」の写真を参考にしなが
ら書く。ふさわしい動きは、書き込
んだイメージを基に、動きの貯金箱
の写真を参考にしながら書く。 
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